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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分断状態の骨幹(Ｂ)(Ｂ’)を繋ぐ際に使用される人工骨幹であって、
前記分断状態となった一対の骨幹(Ｂ)(Ｂ’)のうち、一方の骨幹(Ｂ)の髄腔に、分断され
た側の端部から挿入されて、その挿入された一端部が骨幹(Ｂ)に止着して取り付けられる
釘本体部(12)と、骨幹(Ｂ)の髄腔に挿入されない他端部側に形成された、骨幹(Ｂ)の髄腔
よりも断面積が大きい骨幹補填部(11)とを有する髄内釘(１)を含んで構成される一方、
前記髄内釘(１)の骨幹補填部(11)が、長さ方向の中央部で端面が相欠き形状を成すように
二つに分割されて、釘本体部(12)と一体に形成された第一の骨幹補填片(Ｃ1)と、釘本体
部(12)と別体で構成された第二の骨幹補填片(Ｃ2)とから構成されると共に、
前記第一の骨幹補填片(Ｃ1)と第二の骨幹補填片(Ｃ2)を相欠き接ぎした状態で相欠き部(1
1a)(11a)同士を止着して骨幹(Ｂ)(Ｂ’)間で骨幹補填片同士が連結可能となっており、か
つ、前記第一の骨幹補填片(Ｃ1)と第二の骨幹補填片(Ｃ2)には、骨幹補填部(11)の長さ方
向の対向面にそれぞれ凹凸部(Ｐ)(Ｑ)が設けられて、これらの凹凸部(Ｐ)(Ｑ)を嵌め合わ
せた状態で骨幹補填片同士が相欠き接ぎ可能となっており、
更に前記第二の骨幹補填片(Ｃ2)に固定用プレート(３)が取着されて、当該固定用プレー
ト(３)が骨幹(Ｂ’)に止着して取り付けられることを特徴とする人工骨幹。
【請求項２】
　分断状態の骨幹(Ｂ)(Ｂ’)を繋ぐ際に使用される人工骨幹であって、
前記分断状態となった一対の骨幹(Ｂ)(Ｂ’)のうち、一方の骨幹(Ｂ)の髄腔に、分断され
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た側の端部から挿入されて、その挿入された一端部が骨幹(Ｂ)に止着して取り付けられる
釘本体部(12)と、骨幹(Ｂ)の髄腔に挿入されない他端部側に形成された、骨幹(Ｂ)の髄腔
よりも断面積が大きい骨幹補填部(11)とを有する髄内釘(１)を含んで構成される一方、
前記髄内釘(１)の骨幹補填部(11)が、長さ方向の中央部で端面が相欠き形状を成すように
二つに分割されて、釘本体部(12)と一体に形成された第一の骨幹補填片(Ｃ1)と、釘本体
部(12)と別体で構成された第二の骨幹補填片(Ｃ2)とから構成されると共に、
前記第一の骨幹補填片(Ｃ1)と第二の骨幹補填片(Ｃ2)を相欠き接ぎした状態で相欠き部(1
1a)(11a)同士を止着して骨幹(Ｂ)(Ｂ’)間で骨幹補填片同士が連結可能となっており、
更に前記第二の骨幹補填片(Ｃ2)に固定用プレート(３)が取着されて、当該固定用プレー
ト(３)が骨幹(Ｂ’)に止着して取り付け可能となっている一方、前記固定用プレート(３)
と骨幹補填部(11)の対向面に、遊嵌形状の摺動凹部(32)と摺動凸部(13)が長さ方向に沿っ
て設けられると共に、前記摺動凹部(32)の両側縁部に、内向きに突出した浮き止め部(32a
)(32a)が、また前記摺動凸部(13)の両側面部に、内向きに凹んだガイド溝(13a)(13a)がそ
れぞれ形成されて、このガイド溝(13a)(13a)に浮き止め部(32a)(32a)が挿入された状態で
固定用プレート(３)が骨幹補填部(11)上でスライド可能となっていることを特徴とする人
工骨幹。
【請求項３】
　分断状態の骨幹(Ｂ)(Ｂ’)を繋ぐ際に使用される人工骨幹であって、
前記分断状態となった一対の骨幹(Ｂ)(Ｂ’)のうち、一方の骨幹(Ｂ)の髄腔に、分断され
た側の端部から挿入されて、その挿入された一端部が骨幹(Ｂ)に止着して取り付けられる
釘本体部(12)と、骨幹(Ｂ)の髄腔に挿入されない他端部側に形成された、骨幹(Ｂ)の髄腔
よりも断面積が大きい骨幹補填部(11)とを有する髄内釘(１)と；
前記骨幹補填部(11)と各骨幹(Ｂ)(Ｂ’)に跨がるように配置され、かつ、骨幹補填部(11)
と各骨幹(Ｂ)(Ｂ’)にそれぞれ止着して取り付けられる金属製の固定用プレート(３)と；
を含んで構成される一方、
前記髄内釘(１)の骨幹補填部(11)が、長さ方向の中央部で端面が相欠き形状を成すように
二つに分割されて、釘本体部(12)と一体に形成された第一の骨幹補填片(Ｃ1)と、釘本体
部(12)と別体で構成された第二の骨幹補填片(Ｃ2)とから構成されて、前記第一の骨幹補
填片(Ｃ1)と第二の骨幹補填片(Ｃ2)を相欠き接ぎした状態で相欠き部(11a)(11a)同士を止
着して骨幹(Ｂ)(Ｂ’)間で骨幹補填片同士が連結可能となっており、
更に前記第一の骨幹補填片(Ｃ1)と第二の骨幹補填片(Ｃ2)には、骨幹補填部(11)の長さ方
向の対向面にそれぞれ凹凸部(Ｐ)(Ｑ)が設けられて、これらの凹凸部(Ｐ)(Ｑ)を嵌め合わ
せた状態で骨幹補填片同士が相欠き接ぎ可能となっていることを特徴とする人工骨幹。
ていることを特徴とする人工骨幹。
【請求項４】
　固定用プレート(３)(３)が、一対の骨幹(Ｂ)(Ｂ’)に跨がる長さのプレート材を、長さ
方向の中央部で二つに分割して構成されて、これら二枚の固定用プレート(３)(３)が、一
方の骨幹(Ｂ)(Ｂ’)と骨幹補填部(11)にそれぞれ止着して取り付けられることを特徴とす
る請求項３記載の人工骨幹。
【請求項５】
　一対の骨幹(Ｂ)(Ｂ’)に跨がる長さのプレート材を、長さ方向の中央部で二つに分割し
て構成された二枚の固定用プレート(３)(３)が、第一の骨幹補填片(Ｃ1)と一方の骨幹(Ｂ
)、並びに第二の骨幹補填片(Ｃ2)ともう一方の骨幹(Ｂ’)を跨ぐようにそれぞれ配置され
て、これら二枚の固定用プレート(３)(３)が、各骨幹補填片と骨幹(Ｂ)(Ｂ’)に止着して
取り付けられることを特徴とする請求項３または４に記載の人工骨幹。
【請求項６】
　分断状態の骨幹(Ｂ)(Ｂ’)を繋ぐ際に使用される人工骨幹であって、
前記分断状態となった一対の骨幹(Ｂ)(Ｂ’)の各髄腔に挿入して取り付けられる金属製の
髄内釘(１)が、挿入される骨幹(Ｂ)(Ｂ’)ごとに第一髄内釘(Ｎ1)と第二髄内釘(Ｎ2)に分
割して構成される一方、
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前記第一髄内釘(Ｎ1)及び第二髄内釘(Ｎ2)については、各骨幹(Ｂ)(Ｂ’)に止着可能な一
端部を備えると共に、他端部に骨幹(Ｂ)(Ｂ’)の髄腔よりも断面積が大きく、かつ、端面
が相欠き形状を成す骨幹補填部(11)(11)が設けられて、これらの骨幹補填部(11)(11)を相
欠き接ぎした状態で相欠き部(11a)(11a)同士を止着して骨幹(Ｂ)(Ｂ’)間で第一髄内釘(
Ｎ1)と第二髄内釘(Ｎ2)が連結可能となっており、
更に前記第一髄内釘(Ｎ1)及び第二髄内釘(Ｎ2)の各骨幹補填部(11)(11)において、髄内釘
(１)の長さ方向の対向面に凹凸部(Ｐ)(Ｑ)がそれぞれ設けられて、これらの凹凸部(Ｐ)(
Ｑ)を嵌め合わせた状態で骨幹補填部(11)(11)同士が相欠き接ぎされることを特徴とする
人工骨幹。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人工骨幹の改良、詳しくは、悪性骨腫瘍等の手術によって分離状態となった
骨幹同士を、切除分の間隔を空けて繋ぐことができ、また日常生活において治療部位に負
荷がかかった場合でも、骨幹と髄内釘の固定部分に負荷が集中し難く、しかも、骨幹間の
負荷に対しても充分な強度を有する人工骨幹に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、骨幹の悪性骨腫瘍を切除した場合、骨幹の一部が欠損して分離状態となるケ
ースがある。その場合、骨幹が分離した状態のままでは日常生活に支障をきたすため、骨
幹の髄腔に挿入して固定される髄内釘や、骨幹表面に固定される連結プレート等を利用し
て分離した骨幹同士を繋ぐ必要がある(例えば、特許文献１参照)。
【０００３】
　しかしながら、上記分離状態となった骨幹を、切除分の間隔を空けて髄内釘や連結プレ
ートで繋いだ場合、骨幹と髄内釘または連結プレートとを固定している両端のボルト留め
部分(またはネジ留め部分)に負荷が集中し易いため、日常生活において治療部位に負荷が
かかった際にボルト(またはネジ)周辺の骨に罅が入る危険がある。
【０００４】
　また上記髄内釘については、骨幹の髄腔に挿入できる太さのものに限定されるため、骨
幹間に大きな負荷がかかった際、髄内釘の骨幹間の部位がその負荷に耐えられずに折れ曲
がる危険がある。これは連結プレートについても同様で、使用可能な連結プレートの厚さ
には限界があるため、大きな負荷で折れ曲がる危険がある。
【０００５】
　一方、上記のように髄内釘等を用いて分離した骨幹を連結する場合には、骨幹間に生じ
た隙間に骨セメントを充填する方法も考えられるが、骨セメントは注入時に隙間から漏れ
出る等の危険があるだけでなく、強度もそれほど高くないため、治療部位に大きな負荷が
かかった際に骨セメントから成る補填部位が損傷する危険がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１５－２１７２６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで本発明は、上記の如き問題に鑑みて為されたものであり、その目的とするところ
は、悪性骨腫瘍等の手術によって分離状態となった骨幹同士を、切除分の間隔を空けて繋
ぐことができ、また取り付けも安全に行うことができ、しかも、日常生活において治療部
位に負荷がかかった場合でも、骨幹と髄内釘の固定部分に負荷が集中し難く、骨幹間の負
荷に対しても充分な強度を有する人工骨幹を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本発明者が上記課題を解決するために採用した手段を添付図面を参照して説明すれば次
のとおりである。
【０００９】
　即ち、本発明は、分断状態の骨幹Ｂ・Ｂ’を繋ぐ際に使用される人工骨幹において、前
記分断状態となった一対の骨幹Ｂ・Ｂ’の各髄腔に、骨幹Ｂ・Ｂ’間に所定大きさの間隔
が空くように刺し通して挿入され、更に挿入された両端部を各骨幹Ｂ・Ｂ’に止着して取
り付けられる金属製の髄内釘１と；前記分断状態の骨幹Ｂ・Ｂ’間の部位において、髄内
釘１に被せて装着される筒状、断面円弧型または断面Ｕ型の形状を成す金属製の補填部材
２と；前記補填部材２と各骨幹Ｂ・Ｂ’に跨がるように配置され、かつ、補填部材２と各
骨幹Ｂ・Ｂ’にそれぞれ止着して取り付けられる金属製の固定用プレート３とを含んで構
成した点に特徴がある(図１～図６参照)。
【００１０】
　また手術時において、上記固定用プレート３を挿入するための切開範囲を小さく抑える
ために、一対の骨幹Ｂ・Ｂ’に跨がる長さのプレート材を、長さ方向の中央部で二つに分
割して固定用プレート３・３を構成し、これら二枚の固定用プレート３・３を、一方の骨
幹Ｂ・Ｂ’と補填部材２にそれぞれ止着して取り付け可能とするのが望ましい(図１参照)
。
【００１１】
　また本発明では、手術時において、上記固定用プレート３がネジ留め前に大きく位置ズ
レしないように、固定用プレート３と補填部材２の対向面に、遊嵌形状の摺動凹部32と摺
動凸部22を長さ方向に沿って設けると共に、前記摺動凹部32の両側縁部に、内向きに突出
した浮き止め部32a・32aを、また前記摺動凸部22の両側面部に、内向きに凹んだガイド溝
21a・21aをそれぞれ形成して、このガイド溝21a・21aに浮き止め部32a・32aが挿入された
状態で固定用プレート３を補填部材２上でスライド可能に構成することもできる(図１、
図２参照)。
【００１２】
　また更に、上記一対の骨幹Ｂ・Ｂ’に跨がる長さのプレート材を、長さ方向の中央部で
二つに分割して固定用プレート３・３を構成する場合には、各固定用プレート３・３の分
割端側に、それぞれ摺動凹部32・32を設けると共に、各固定用プレート３・３の摺動凹部
32・32の長さを、補填部材２の長さの半分の大きさとすることで、手術時において、各固
定用プレート３・３を補填部材２上に位置決めした状態で仮留めすることができる(図１
、図２参照)。
【００１３】
　一方、本発明では、上記人工骨幹の基本構成を変更することもでき、具体的には、分断
状態となった一対の骨幹Ｂ・Ｂ’の各髄腔に挿入して取り付けられる金属製の髄内釘１を
、挿入される骨幹Ｂ・Ｂ’ごとに第一髄内釘Ｎ1と第二髄内釘Ｎ2に分割して構成する一方
、前記第一髄内釘Ｎ1及び第二髄内釘Ｎ2については、各骨幹Ｂ・Ｂ’に止着可能な一端部
を備えると共に、他端部に骨幹Ｂ・Ｂ’の髄腔よりも断面積が大きく、かつ、端面が相欠
き形状を成す骨幹補填部11・11を設けて、これらの骨幹補填部11・11を相欠き接ぎした状
態で相欠き部11a・11a同士を止着して骨幹Ｂ・Ｂ’間で第一髄内釘Ｎ1と第二髄内釘Ｎ2を
連結可能に構成することもできる(図７～図１０参照)。
【００１４】
　また、上記の基本構成を採用する場合には、第一髄内釘Ｎ1及び第二髄内釘Ｎ2の各骨幹
補填部11・11において、髄内釘１の長さ方向の対向面に凹凸部Ｐ・Ｑをそれぞれ設けて、
これらの凹凸部Ｐ・Ｑを嵌め合わせた状態で骨幹補填部11・11同士を相欠き接ぎ可能に構
成することができ、これによって相欠き部のネジ留め部分にかかる負担を軽減できる(図
７参照)。
【００１５】
　他方、本発明では、上記人工骨幹の基本構成を変更することもでき、具体的には、分断
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状態となった一対の骨幹Ｂ・Ｂ’のうち、一方の骨幹Ｂの髄腔に、分断された側の端部か
ら挿入されて、その挿入された一端部が骨幹Ｂに止着して取り付けられ釘本体部12と、骨
幹Ｂの髄腔に挿入されない他端部側に形成された、骨幹Ｂの髄腔よりも断面積が大きい骨
幹補填部11とを有する金属製の髄内釘１と；前記骨幹補填部11と各骨幹Ｂ・Ｂ’に跨がる
ように配置され、かつ、骨幹補填部11と各骨幹Ｂ・Ｂ’にそれぞれ止着して取り付けられ
る金属製の固定用プレート３とを含む構成を採用することができる(図１１～図１７参照)
。
【００１６】
　また、上記構成を採用する場合には、一対の骨幹Ｂ・Ｂ’に跨がる長さのプレート材を
、長さ方向の中央部で二つに分割して固定用プレート３・３を構成して、これら二枚の固
定用プレート３・３を、一方の骨幹Ｂ・Ｂ’と骨幹補填部11にそれぞれ止着して取り付け
可能とすることにより、手術時における切開範囲を小さく抑えることができる(図１２、
図１３参照)。
【００１７】
　また更に、上記構成を採用する場合には、髄内釘１の骨幹補填部11を、長さ方向の中央
部で二つに分割して、釘本体部12と一体に形成された第一の骨幹補填片Ｃ1と、釘本体部1
2と別体で構成された第二の骨幹補填片Ｃ2とから構成すると共に、一対の骨幹Ｂ・Ｂ’に
跨がる長さのプレート材から成る一枚の固定用プレート３を、骨幹Ｂ・Ｂ’を跨ぐように
配置して、この固定用プレート３を、各骨幹補填片と骨幹Ｂ・Ｂ’とにそれぞれ止着して
取り付け可能とすることにより、手術時において、髄内釘１を骨幹の髄腔に挿入し易くす
ることができる(図１４、図１５参照)。
【００１８】
　また、上記のように髄内釘１の骨幹補填部11を、第一の骨幹補填片Ｃ1と第二の骨幹補
填片Ｃ2とに分割する構成において、一対の骨幹Ｂ・Ｂ’に跨がる長さのプレート材を、
長さ方向の中央部で二つに分割して構成された二枚の固定用プレート３・３を用いること
もでき、その場合には、第一の骨幹補填片Ｃ1と第二の骨幹補填片Ｃ2を相欠き接ぎした状
態で相欠き部11a・11a同士を止着して骨幹Ｂ・Ｂ’間で骨幹補填片同士を連結可能に構成
すると共に、各固定用プレート３・３を、第一の骨幹補填片Ｃ1と一方の骨幹Ｂ、並びに
第二の骨幹補填片Ｃ2ともう一方の骨幹Ｂ’を跨ぐようにそれぞれ配置して、各骨幹補填
片と骨幹Ｂ・Ｂ’に止着して取り付け可能に構成することができる(図１６、図１７参照)
。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明では、人工骨幹を、分離状態となった骨幹の髄腔に刺し通して挿入される髄内釘
だけでなく、髄内釘の骨幹間の部位に装着される金属製の補填部材、及びこの補填部材と
骨幹とを連結する固定プレートを加えて構成したことにより、補填部材によって骨幹間の
隙間を埋めることができるため、髄内釘と骨幹のボルト留め部分(またはネジ留め部分)に
かかる負担を大幅に軽減できる。
【００２０】
　また本発明では、人工骨幹を、骨幹補填部を有する二つの髄内釘から構成することもで
き、その場合にも、骨幹補填部で骨幹間の隙間を埋めることができるため、上記と同様の
効果が得られる。また本発明では、関節部付近の治療に用いる人工骨幹を、骨幹補填部を
有する髄内釘と固定プレートから構成することもでき、その場合にも骨幹補填部で骨幹間
の隙間を埋めて上記と同様の効果が得られる。
【００２１】
　しかも、本発明では、上記骨幹間の隙間を埋める補填部材や骨幹補填部を、金属製の部
材から構成しているため、骨セメント等の充填材よりも強度が高く、骨幹間に大きな負荷
がかかった場合でも、人工骨幹が折れ曲がる等の心配がない。また本発明の人工骨幹は、
骨セメントのような注入作業が不要であるため、手術の安全性も高い。
【００２２】
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　したがって、本発明により、手術で簡単に取り付けを行うことができ、日常生活でかか
る負荷にも充分に耐えられる安全性に優れた人工骨幹を提供できることから、本発明の実
用的利用価値は頗る高い。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施例１における人工骨幹及びそれを骨幹に取り付けた状態を表わす分
解斜視図及び状態説明図である。
【図２】本発明の実施例１における補填部材、固定用プレート及びそれらの取り付け状態
を表わす斜視図および横断面図である。
【図３】本発明の実施例２における人工骨幹及びそれを骨幹に取り付けた状態を表わす分
解斜視図及び状態説明図である。
【図４】本発明の実施例３における人工骨幹及びそれを骨幹に取り付けた状態を表わす分
解斜視図及び状態説明図である。
【図５】本発明の実施例３における人工骨幹の変更例を表わす分解斜視図及び全体斜視図
である。
【図６】本発明の実施例４における人工骨幹及びそれを骨幹に取り付けた状態を表わす分
解斜視図及び状態説明図である。
【図７】本発明の実施例５における人工骨幹、それを骨幹に取り付けた状態及び骨幹補填
部同士の連結構造を表わす全体斜視図、状態説明図及び縦断面図である。
【図８】本発明の実施例５における人工骨幹の変更例を表わす縦断面図である。
【図９】本発明の実施例５における人工骨幹の他の変更例を表わす全体斜視図、状態説明
図及び縦断面図である。
【図１０】本発明の実施例５における人工骨幹の他の変更例を表わす全体斜視図、状態説
明図及び縦断面図である。
【図１１】本発明の実施例６における人工骨幹及びそれを骨幹に取り付けた状態を表わす
分解斜視図及び状態説明図である。
【図１２】本発明の実施例７における人工骨幹、及びそれを骨幹に取り付けた状態、及び
固定用プレートと骨幹補填部の取付け構造を表わす分解斜視図及び状態説明図及び拡大斜
視図である。
【図１３】本発明の実施例７における人工骨幹の変更例を表わす分解斜視図及び状態説明
図及び拡大斜視図である。
【図１４】本発明の実施例８における人工骨幹、及びそれを骨幹に取り付けた状態、及び
固定用プレートと骨幹補填部の取付け構造を表わす分解斜視図及び状態説明図及び拡大斜
視図である。
【図１５】本発明の実施例８における人工骨幹の変更例を表わす分解斜視図及び状態説明
図及び拡大斜視図である。
【図１６】本発明の実施例９における人工骨幹、及びそれを骨幹に取り付けた状態、及び
固定用プレートと骨幹補填部の取付け構造を表わす分解斜視図及び状態説明図及び拡大斜
視図である。
【図１７】本発明の実施例９における人工骨幹の変更例を表わす分解斜視図及び状態説明
図及び拡大斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　『実施例１』
　本発明の実施例１について、図１及び図２に基いて説明する。同図において、符号１で
指示するものは、髄内釘であり、符号２で指示するものは、補填部材である。また符号３
で指示するものは、固定用プレートであり、符号Ｂで指示するものは、骨幹である。また
符号Ｓで指示するものは、止着部材である。
【００２５】
　「人工骨幹の構成及び使用方法」
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　[1-1]基本構成について
　この実施例１では、図１(a)(b)に示すように、分離した骨幹Ｂ・Ｂ’を繋ぐための人工
骨幹を、各骨幹Ｂ・Ｂ’内に挿入される棒状の髄内釘１、およびこの棒状の髄内釘１に被
せて装着される筒状の補填部材２、およびこれらの骨幹Ｂ・Ｂ’や補填部材２にネジやボ
ルト等の止着部材Ｓ・Ｓ…で取り付けられる固定用プレート３から構成している。
【００２６】
　[1-2]使用方法について
　次に上記人工骨幹の使用方法について説明する。まず髄内釘１を、分断状態となった一
対の骨幹Ｂ・Ｂ’の各髄腔に、骨幹Ｂ・Ｂ’間に所定大きさの間隔が空くように刺し通し
て挿入する。この際、分断状態の骨幹Ｂ・Ｂ’間の部位には補填部材２を配置し、この補
填部材２の中空部に髄内釘１を刺し通して補填部材２を髄内釘１に装着する。
【００２７】
　そして、上記骨幹Ｂ・Ｂ’に挿入した髄内釘１の両端部を各骨幹Ｂ・Ｂ’に止着して取
り付けた後(図示せず)、これらの補填部材２と各骨幹Ｂ・Ｂ’に跨がるように固定用プレ
ート３・３を配置して、固定用プレート３・３と補填部材２および固定用プレート３・３
と各骨幹Ｂ・Ｂ’をそれぞれ止着部材Ｓ・Ｓ…で固定して人工骨幹の取り付けを行う。
【００２８】
　[1-3]機能について
　上記のように人工骨幹を取り付けることにより、分断状態の骨幹Ｂ・Ｂ’を繋ぐことが
できるだけでなく、補填部材２によって骨幹Ｂ・Ｂ’同士の間に生じる隙間を埋めること
ができるため、骨幹Ｂ・Ｂ’と髄内釘１の止着部分にかかる負荷を大幅に軽減できる。ま
た補填部材２を装着することによって、骨幹Ｂ・Ｂ’間の部位を髄内釘１単体で構成する
よりも強度を向上させることができる。
【００２９】
　[1-4]髄内釘について
　次に上記人工骨幹の各構成要素について説明する。まず上記髄内釘１に関しては、本実
施例では図１(a)に示すように、骨幹Ｂ・Ｂ’の髄腔形状に対応した直線型の棒状として
いるが、弯曲形状の骨幹Ｂ・Ｂ’(例えば、肋骨や鎖骨等)に使用する場合には、骨幹Ｂ・
Ｂ’の形状に合わせて弯曲させた形状とすることもできる。
【００３０】
　また上記髄内釘１の材質に関しては、本実施例では、軽量で強度に優れたチタン合金を
使用しているが、生体親和性に優れた金属材料であれば、チタン合金以外のステンレスや
純チタン、コバルトニッケル合金等を使用することもできる。
【００３１】
　[1-5]補填部材について
　また上記補填部材２に関しては、本実施例では図１及び図２(a)に示すように、骨幹Ｂ
・Ｂ’の断面形状に対応した筒状としているが、骨幹Ｂ・Ｂ’間の隙間を埋めることがで
き、かつ、髄内釘１に被せて装着できる形状であれば、筒状以外の断面円弧型または断面
Ｕ型の形状を採用することもできる(詳しい形状については後述する)。また本実施例では
、図１(a)に示すように、止着部材Ｓとして使用するネジ部材を固定するための雌ネジ孔2
1・21を補強部材２の所定箇所に設けている。
【００３２】
　また上記補填部材２の材質に関しては、本実施例では、軽量で強度に優れたチタン合金
を使用しているが、生体親和性に優れた金属材料であれば、チタン合金以外のステンレス
や純チタン、コバルトニッケル合金等を使用することもできる。
【００３３】
　[1-6]固定用プレートについて
　また上記固定用プレート３については、本実施例では図１及び図２(b)に示すように、
断面円弧型の形状としているが、少なくとも当接面が、骨幹Ｂ・Ｂ’及び補填部材２の外
周面に沿う形状であれば、片面のみが凹面となった形状を採用することもできる。また本
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実施例では、図１(a)に示すように、止着部材Ｓを差し込むための挿通孔31・31…を固定
用プレート３の所定箇所に設けている。
【００３４】
　また本実施例では、上記固定用プレート３・３を、図１(a)(b)に示すように、一対の骨
幹Ｂ・Ｂ’に跨がる長さのプレート材を長さ方向の中央部で二つに分割して構成し、この
二枚の固定用プレート３・３を、一方の骨幹Ｂ・Ｂ’と補填部材２とにそれぞれ止着して
取り付けている。これにより、手術時において、骨幹Ｂ・Ｂ’に跨がる長さの一枚のプレ
ート材を挿入するよりも切開範囲を小さく抑えることができるため、患者の身体にかかる
負担を軽減することができる。
【００３５】
　また上記固定用プレート３の材質に関しては、本実施例では、軽量で強度に優れたチタ
ン合金を使用しているが、生体親和性に優れた金属材料であれば、チタン合金以外のステ
ンレスや純チタン、コバルトニッケル合金等を使用することもできる。
【００３６】
　[1-7]固定用プレートの仮留め構造について
　また本実施例では、図１(a)及び図２(a)(b)に示すように、補填部材２と固定用プレー
ト３の対向面に、遊嵌形状の摺動凸部22と摺動凹部32を長さ方向に沿って設けると共に、
摺動凹部32の両側縁部に、内向きに突出した浮き止め部32a・32aを、また摺動凸部22の両
側面部に、内向きに凹んだガイド溝21a・21aをそれぞれ形成している。
【００３７】
　これにより、図２(c)に示すように、上記補填部材２のガイド溝22a・22aに、固定用プ
レート３の浮き止め部32a・32aを挿入した状態で、固定用プレート３を補填部材２の端部
からスライドさせて取り付けることができるため、手術時において固定用プレート３を補
填部材２に止着部材Ｓ・Ｓ…で固定する前に、固定用プレート３が浮いて大きく位置ズレ
する問題を防止できる。
【００３８】
　また本実施例では、図２(b)に示すように、二枚の固定用プレート３・３の分割端側に
、それぞれ摺動凹部32・32を設けると共に、各固定用プレート３・３に設ける摺動凹部32
・32の長さを、補填部材２の長さの半分の大きさとすることで、手術時において、固定用
プレート３・３同士の境界部分が補填部材２の中央からズレないように位置決めした状態
で、固定用プレート３・３の仮留めを行うことができる。
【００３９】
　『実施例２』
　[1-8]断面Ｕ型の補填部材
　次に本発明の実施例２について、図３に基いて以下に説明する。この実施例２では、図
３(a)(b)に示すように、固定用プレート３を、一対の骨幹Ｂ・Ｂ’に跨がる長さの一枚の
プレート材から構成すると共に、骨幹Ｂ・Ｂ’間に配置される固定用プレート３の中央部
の形状を平板型の形状としている。また、補填部材２については、断面Ｕ型の形状として
、両側の端面に止着部材Ｓとして使用するネジ部材を止着するための雌ネジ孔21・21…を
それぞれ設けている。(※その他の条件は実施例１と同様である。)
【００４０】
　そして上記のように構成したことにより、各骨幹Ｂ・Ｂ’の髄腔に髄内釘１を刺し通し
た後、骨幹Ｂ・Ｂ’間のスペースに露出した髄内釘１に断面Ｕ型の補填部材２を被せ、更
にこの補填部材２の両側の端面に固定用プレート３の中央部を当接させた状態でネジ部材
を止着することにより、補填部材２と固定用プレート３とを連結一体化することができる
。
【００４１】
　『実施例３』
　[1-9]半円筒型に分割した補填部材
　次に本発明の実施例３について、図４及び図５に基いて以下に説明する。この実施例３
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では、図４(a)(b)に示すように、補填部材２・２’を、断面円弧型の一対の半円筒体から
構成すると共に、一方の補填部材２’に止着部材Ｓを差し込むための挿通孔23・23…を、
もう一方の補填部材２の両側の端面に、止着部材Ｓとして使用するネジ部材を止着するた
めの雌ネジ孔21・21をそれぞれ設けている。また本実施例では、筒状としたときに対向す
る補填部材２・２’の端面に嵌合形状の凹凸部24・24’をそれぞれ設けている。(※その
他の条件は実施例１と同様である。)
【００４２】
　そして上記のように構成したことにより、各骨幹Ｂ・Ｂ’の髄腔に髄内釘１を刺し通し
た後、骨幹Ｂ・Ｂ’間のスペースに露出した髄内釘１に半円筒型の一対の補填部材２・２
’を筒状にして被せ、更に端面の凹凸部24・24’を嵌合させた状態で、一方の補填部材２
’の挿通孔23から差し込んだ止着部材Ｓを、もう一方の補填部材２の雌ネジ孔21に止着す
ることにより、一対の補填部材２・２’を連結一体化することができる。
【００４３】
　また本実施例では、上記一対の補填部材２・２’同士を連結するためのネジ部材の頭部
が固定プレート３に触れないように、固定プレート３の側縁部に切欠部33・33を設けてい
る。一方、上記半円筒型の補填部材２・２’同士を連結するための構造としては、図５(a
)(b)に示すような凹凸部24・24’のみによる構造(例えば、抜止め用のツメ部を有する係
止突起を用いた構造等)を採用することもできる。
【００４４】
　『実施例４』
　[1-10]骨幹補填部を備えた固定用プレート
　次に本発明の実施例４について、図６に基いて以下に説明する。この実施例４では、図
６(a)(b)に示すように、一対の骨幹Ｂ・Ｂ’に跨がる長さのプレート材から構成される固
定用プレート３の中央部に、髄内釘１を被覆可能な断面円弧型の骨幹補填部34を設けると
共に、この骨幹補填部34の所定箇所に、止着部材Ｓを差し込むための挿通孔31・31を設け
ている。また補填部材２については、断面円弧型の形状にすると共に、両側の端面に止着
部材Ｓとして使用するネジ部材を止着するための雌ネジ孔21・21をそれぞれ設けている。
(※その他の条件は実施例１と同様である。)
【００４５】
　そして上記のように構成したことにより、各骨幹Ｂ・Ｂ’の髄腔に髄内釘１を刺し通し
た後、骨幹Ｂ・Ｂ’間のスペースに露出した髄内釘１に、固定用プレート３の骨幹補填部
34と半円筒型の補填部材２を筒状にして被せ、更に固定用プレート３の挿通孔31から差し
込んだネジ部材を補填部材２の雌ネジ孔21に止着することにより、固定用プレート３と補
填部材２とを連結一体化することができる。
【００４６】
　『実施例５』
　「人工骨幹の構成及び使用方法」
　[2-1]基本構成について
　次に本発明の実施例５について、図７～図１０に基いて以下に説明する。この実施例５
では、図７(a)(b)に示すように、分離した骨幹Ｂ・Ｂ’を繋ぐための人工骨幹を、挿入さ
れる骨幹Ｂ・Ｂ’ごとに第一髄内釘Ｎ1と第二髄内釘Ｎ2に分割して構成された髄内釘１か
ら構成している。また第一髄内釘Ｎ1と第二髄内釘Ｎ2には、図７(c)に示すように、各骨
幹Ｂ・Ｂ’に止着される側と反対側の端部に、骨幹Ｂ・Ｂ’の髄腔よりも断面積が大きく
、かつ、端面が相欠き形状を成す骨幹補填部11・11をそれぞれ設けている。
【００４７】
　[2-2]使用方法について
　次に上記人工骨幹の使用方法について説明する。まず髄内釘１の第一髄内釘Ｎ1と第二
髄内釘Ｎ2を、分断状態となった一対の骨幹Ｂ・Ｂ’の各髄腔にそれぞれ挿入して、第一
髄内釘Ｎ1と第二髄内釘Ｎ2の骨幹補填部11・11を相欠き接ぎする。そして、この第一髄内
釘Ｎ1と第二髄内釘Ｎ2の相欠き部11a・11a同士を止着部材Ｓ・Ｓ…で連結一体化して人工
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骨幹の取り付けを行う。
【００４８】
　[2-3]機能について
　上記のように人工骨幹を取り付けることにより、分断状態の骨幹Ｂ・Ｂ’を繋ぐことが
できるだけでなく、第一髄内釘Ｎ1と第二髄内釘Ｎ2の骨幹補填部11・11によって骨幹Ｂ・
Ｂ’間に生じる隙間を埋めることができるため、骨幹Ｂ・Ｂ’と髄内釘１の止着部分にか
かる負荷を大幅に軽減できる。また骨幹補填部11・11の断面積を骨幹Ｂ・Ｂ’の髄腔の断
面積よりも大きくする(骨幹補填部11・11を太く形成する)ことによって、骨幹Ｂ・Ｂ’間
の部位を髄腔に挿入可能な細い髄内釘１で構成するよりも強度を高めることができる。
【００４９】
　[2-4]髄内釘について
　次に上記人工骨幹の各構成要素について説明する。まず上記髄内釘１の第一髄内釘Ｎ1

と第二髄内釘Ｎ2に関しては、本実施例では図７(a)(b)に示すように、骨幹Ｂ・Ｂ’の髄
腔形状に対応した直線型の棒状としているが、弯曲形状の骨幹Ｂ・Ｂ’(例えば、肋骨や
鎖骨等)に使用する場合には、骨幹Ｂ・Ｂ’の形状に合わせて弯曲させた形状とすること
もできる。
【００５０】
　また本実施例では、図７(c)に示すように、第一髄内釘Ｎ1と第二髄内釘Ｎ2の相欠き部1
1a・11aに、止着部材Ｓとして使用するボルト部材を挿入するための挿通孔11b・11bをそ
れぞれ設けている。そして、この挿通孔11b・11bに挿入したボルト部材をナット部材で締
結して相欠き部11a・11a同士を連結できるように構成している。
【００５１】
　また上記髄内釘１の材質に関しては、本実施例では、軽量で強度に優れたチタン合金を
使用しているが、生体親和性に優れた金属材料であれば、チタン合金以外のステンレスや
純チタン、コバルトニッケル合金等を使用することもできる。
【００５２】
　[2-5]骨幹補填部の相欠き形状について
　また本実施例では、図７(c)に示すように、上記第一髄内釘Ｎ1及び第二髄内釘Ｎ2の各
骨幹補填部11・11に、髄内釘１の長さ方向の対向面に凹凸部Ｐ・Ｑをそれぞれ設けている
。そして、これらの凹凸部Ｐ・Ｑを嵌め合わせた状態で骨幹補填部11・11同士を相欠き接
ぎすることによって相欠き部11a・11a同士を仮留めできると共に、相欠き部11a・11aの止
着部分にかかる負担を軽減できる。
【００５３】
　[2-6]骨幹補填部の相欠き形状の変更例について
　また本実施例では、図７(c)に示すように、第一髄内釘Ｎ1と第二髄内釘Ｎ2の相欠き部1
1a・11aの形状を、一方(第二髄内釘Ｎ2の相欠き部11a)を厚く、他方(第一髄内釘Ｎ1の相
欠き部11a)を薄く形成しているが、図８に示すように、双方(第一髄内釘Ｎ1と第二髄内釘
Ｎ2の相欠き部11a・11a)が同じ厚みとなるように構成することもできる。
【００５４】
　また本実施例では、図７(a)(b)に示すように、第一髄内釘Ｎ1と第二髄内釘Ｎ2の相欠き
部11a・11aの形状を、相欠き接ぎした際の両者の境界線がほゞ直角に屈曲する直線から描
かれる形状としているが、これも図９(a)(b)または図１０(a)(b)に示すように、両者の境
界線が波状に屈曲する曲線から描かれる形状に変更することもできる。なお図１０に示さ
れる人工骨幹は、第一髄内釘Ｎ1と第二髄内釘Ｎ2の相欠き部11a・11aの先端が、図９に示
される人工骨幹よりも細くなるように形成している。
【００５５】
　『実施例６』
　「人工骨幹の構成及び使用方法」
　[3-1]基本構成について
　次に本発明の実施例１について、図１１に基いて以下に説明する。この実施例６では、
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図１１(a)(b)に示すように、分離した骨幹Ｂ・Ｂ’を繋ぐための人工骨幹を、一方の骨幹
Ｂの髄腔に挿入される釘本体部12を有し、かつ、骨幹Ｂの髄腔に挿入されない端部側に、
骨幹Ｂの髄腔よりも断面積が大きい骨幹補填部11が形成された棒状の髄内釘１と、この髄
内釘１の骨幹補填部11と各骨幹Ｂ・Ｂ’に対して止着部材Ｓ・Ｓ…で取り付けられる固定
用プレート３とから構成している。
【００５６】
　[3-2]使用方法について
　次に上記人工骨幹の使用方法について説明する。まず髄内釘１の釘本体部12を、分断状
態となった一対の骨幹Ｂ・Ｂ’のうち、一方の骨幹Ｂの髄腔に、分断された側の端部から
差し込んで挿入し、髄腔に挿入された端部を、止着部材Ｓ(ネジ部材やボルト部材等)で骨
幹Ｂに止着して取り付ける。その後、髄内釘１と分断された各骨幹Ｂ・Ｂ’に跨がるよう
に固定用プレート３を配置して、固定用プレート３と骨幹補填部11、及び固定用プレート
３と各骨幹Ｂ・Ｂ’をそれぞれ止着部材Ｓ(ネジ部材やボルト部材等)で固定して人工骨幹
の取り付けを行う。
【００５７】
　[3-3]機能について
　上記のように人工骨幹を取り付けることにより、分断状態の骨幹Ｂ・Ｂ’を繋ぐことが
できるだけでなく、骨幹補填部11によって骨幹Ｂ・Ｂ’同士の間に生じる隙間を埋めるこ
とができるため、骨幹Ｂ・Ｂ’と髄内釘１の止着部分にかかる負荷を大幅に軽減できる。
また骨幹補填部11の断面積を骨幹Ｂの髄腔の断面積よりも大きくする(骨幹補填部11を太
く形成する)ことによって、骨幹Ｂ・Ｂ’間の部位を髄腔に挿入可能な細い髄内釘１で構
成するよりも強度を高めることができる。また本実施例では、一方の骨幹Ｂ’の髄腔に髄
内釘１を挿入しなくても人工骨幹の取り付けを行うことができるため、関節部付近の治療
に用いることができる。
【００５８】
　[3-4]髄内釘について
　次に上記人工骨幹の各構成要素について説明する。まず上記髄内釘１に関しては、本実
施例では図１１(a)(b)に示すように、骨幹Ｂの髄腔形状に対応した直線型の棒状としてい
るが、弯曲形状の骨幹Ｂ(例えば、肋骨や鎖骨等)に使用する場合には、骨幹Ｂの形状に合
わせて弯曲させた形状とすることもできる。また本実施例においては、図１１(a)に示す
ように、髄内釘１の骨幹補填部11と釘本体部12に対し、止着部材Ｓを差し込むための挿通
孔11b・12aを所定箇所にそれぞれ設けている。
【００５９】
　また上記髄内釘１の材質に関しては、本実施例では、軽量で強度に優れたチタン合金を
使用しているが、生体親和性に優れた金属材料であれば、チタン合金以外のステンレスや
純チタン、コバルトニッケル合金等を使用することもできる。
【００６０】
　[3-5]固定用プレートについて
　また上記固定用プレート３については、本実施例では図１１(a)に示すように、断面円
弧型の形状としているが、少なくとも当接面が、骨幹Ｂ・Ｂ’及び骨幹補填部11の外周面
に沿う形状であれば、片面のみが凹面となった形状を採用することもできる。また本実施
例では、図１１(a)に示すように、止着部材Ｓを差し込むための挿通孔31・31…を固定用
プレート３の所定箇所に設けている。また本実施例では、上記固定用プレート３の一端側
を、二股形状とすることによって膝蓋骨を避けて取り付けが行えるようにしている。
【００６１】
　また上記固定用プレート３の材質に関しては、本実施例では、軽量で強度に優れたチタ
ン合金を使用しているが、生体親和性に優れた金属材料であれば、チタン合金以外のステ
ンレスや純チタン、コバルトニッケル合金等を使用することもできる。
【００６２】
　『実施例７』
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　[3-6]固定プレートを分割した構造について
　次に本発明の実施例７について、図１２及び図１３に基いて以下に説明する。この実施
例７では、図１２(a)(b)に示すように、固定用プレート３・３を、一対の骨幹Ｂ・Ｂ’に
跨がる長さのプレート材を長さ方向の中央部で二つに分割して構成している。そして、こ
の二枚の固定用プレート３・３を、一方の骨幹Ｂ・Ｂ’と髄内釘１の骨幹補填部11とにそ
れぞれ止着して取り付けている。これにより、手術時において、骨幹Ｂ・Ｂ’に跨がる長
さの一枚のプレート材を挿入するよりも切開範囲を小さく抑えることができるため、患者
の身体にかかる負担を軽減できる。
【００６３】
　[3-7]固定用プレートの仮留め構造について
　また本実施例では、図１２(a)(c)に示すように、髄内釘１の骨幹補填部11と固定用プレ
ート３の対向面に、遊嵌形状の摺動凸部13と摺動凹部32を長さ方向に沿って設けると共に
、摺動凹部32の両側縁部に、内向きに突出した浮き止め部32a・32aを、また摺動凸部13の
両側面部に、内向きに凹んだガイド溝13a・13aをそれぞれ形成している。
【００６４】
　これにより、上記摺動凸部13のガイド溝13a・13aに、摺動凹部32の浮き止め部32a・32a
を挿入した状態で、固定用プレート３を骨幹補填部11の端部からスライドさせて取り付け
ることができるため、手術時において固定用プレート３を骨幹補填部11に止着部材Ｓ・Ｓ
…で固定する前に、固定用プレート３が浮いて大きく位置ズレする問題を防止できる。
【００６５】
　また本実施例では、図１２(c)に示すように、二枚の固定用プレート３・３の分割端側
に、それぞれ摺動凹部32・32を設けると共に、各固定用プレート３・３に設ける摺動凹部
32・32の長さを、骨幹補填部11の長さの半分の大きさとすることで、手術時において、固
定用プレート３・３同士の境界部分が骨幹補填部11の中央からズレないように位置決めし
た状態で、固定用プレート３・３の仮留めを行うことができる。
【００６６】
　[3-8]固定用プレートの形状の変更例について
　また本実施例では、上記固定用プレート３の一方を二股形状とすることによって膝蓋骨
を避けて取り付けが行えるようにしているが、図１３(a)(b)(c)に示すように、分割され
た両方の固定用プレート３・３を直線状に形成して、膝以外の例えば肘等の関節部付近に
人工骨幹を使用することもできる。(※その他の条件は実施例６と同様である。)
【００６７】
　『実施例８』
　[3-9]骨幹補填部を分割した構造について
　次に本発明の実施例８について、図１４及び図１５に基いて以下に説明する。この実施
例７では、図１４(a)(b)(c)に示すように、髄内釘１の骨幹補填部11を長さ方向の中央部
で二つに分割して、釘本体部12と一体に形成された第一の骨幹補填片Ｃ1と、釘本体部12
と別体で構成された第二の骨幹補填片Ｃ2とから骨幹補填部11を構成している。
【００６８】
　また本実施例では、図１４(a)(c)に示すように、上記第一の骨幹補填片Ｃ1と第二の骨
幹補填片Ｃ2を端面が相欠き形状を成すように構成すると共に、これらの骨幹補填片の所
定箇所に、止着部材Ｓ(ボルト部材)を差し込むための挿通孔11b・11bを設けて、この挿通
孔11b・11bにボルト部材を差し込んでナットで締結することにより、第一の骨幹補填片Ｃ

1と第二の骨幹補填片Ｃ2を相欠き接ぎした状態で連結一体化できるように構成している。
【００６９】
　そして本実施例では、上記髄内釘１を取り付けた、骨幹Ｂ・Ｂ’を跨ぐように一枚の固
定用プレート３を配置して、この固定用プレート３を、第一の骨幹補填片Ｃ1と一方の骨
幹Ｂ、及び第二の骨幹補填片Ｃ2ともう一方の骨幹Ｂ’にそれぞれ止着して人工骨幹の取
り付けを行えるようにしている。
【００７０】
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　上記のように構成したことにより、手術時において、小型の第一の骨幹補填片Ｃ1のみ
が付いた状態で髄内釘１の釘本体部12を骨幹Ｂの髄腔に挿入することができるため、大型
の骨幹補填部11が付いた状態で釘本体12を髄腔に挿入するよりも、髄内釘１の挿入をより
スムーズに行うことができる。
【００７１】
　また本実施例では、図１４(a)(c)に示すように、上記第一の骨幹補填片Ｃ1と第二の骨
幹補填片Ｃ2に、骨幹補填部11の長さ方向の対向面に凹凸部Ｐ・Ｑをそれぞれ設けて、こ
れらの凹凸部Ｐ・Ｑを嵌め合わせた状態で骨幹補填片同士を相欠き接ぎ可能に構成してい
るため、相欠き部11a・11a同士を仮留めが行えるだけでなく、相欠き部11a・11aの止着部
分にかかる負担も軽減できる。(※その他の条件は実施例６と同様である。)
【００７２】
　[3-10]固定用プレートの形状の変更例について
　また本実施例では、上記固定用プレート３の一方を二股形状とすることによって膝蓋骨
を避けて取り付けが行えるようにしているが、図１５(a)(b)(c)に示すように、分割され
た両方の固定用プレート３・３を直線状に形成して、膝以外の例えば肘等の関節部付近に
人工骨幹を使用することもできる。
【００７３】
　『実施例９』
　[3-11]固定プレートと骨幹補填部の両方を分割した構造について
　次に本発明の実施例９について、図１６及び図１７に基いて以下に説明する。この実施
例９では、図１６(a)(b)(c)に示すように、固定用プレート３・３を、一対の骨幹Ｂ・Ｂ
’に跨がる長さのプレート材を長さ方向の中央部で二つに分割して構成すると共に、髄内
釘１の骨幹補填部11を長さ方向の中央部で二つに分割して構成している。。
【００７４】
　また、上記骨幹補填部11の第一の骨幹補填片Ｃ1と第二の骨幹補填片Ｃ2については、実
施例８と同様、相欠き接ぎした状態で相欠き部11a・11a同士を止着して骨幹Ｂ・Ｂ’間で
骨幹補填片同士を連結可能に構成している。また二枚の固定用プレート３・３は、第一の
骨幹補填片Ｃ1と一方の骨幹Ｂ、並びに第二の骨幹補填片Ｃ2ともう一方の骨幹Ｂ’を跨ぐ
ようにそれぞれ配置して、各骨幹補填片と骨幹Ｂ・Ｂ’に止着部材Ｓで固定できるように
構成している。
【００７５】
　そして上記のように構成したことにより、本実施例の人工骨幹では、実施例７の人工骨
幹で得られる切開範囲を小さく抑える効果と、実施例８の人工骨幹で得られる髄内釘１が
挿入し易くなる効果を両方とも得ることができる。(※その他の条件は実施例６と同様で
ある。)
【００７６】
　[3-12]固定用プレートの形状の変更例について
　また本実施例では、上記固定用プレート３の一方を二股形状とすることによって膝蓋骨
を避けて取り付けが行えるようにしているが、図１６(a)(b)(c)に示すように、分割され
た両方の固定用プレート３・３を直線状に形成して、膝以外の例えば肘等の関節部付近に
人工骨幹を使用することもできる。
【００７７】
　本発明は、概ね上記のように構成されるが、本発明は図示の実施形態に限定されるもの
ではなく、「特許請求の範囲」の記載内において種々の変更が可能であって、例えば、止
着部材Ｓについては、ナットを使用して締結するボルト部材であっても、下孔に捻じ込ん
で固定するネジ部材であってもよく、何れのものも本発明の技術的範囲に属する。
【符号の説明】
【００７８】
　１　髄内釘
　　11　骨幹補填部
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　　　11a　相欠き部
　　　11b　挿通孔
　　12　釘本体部
　　　12a　挿通孔
　　13　摺動凸部
　　　13a　ガイド溝
　２　補填部材
　　21　雌ネジ孔
　　22　摺動凸部
　　　22a　ガイド溝
　　23　挿通孔
　　24　凹凸部
　３　固定用プレート
　　31　挿通孔
　　32　摺動凹部
　　　32a　浮き止め部
　　33　切欠部
　　34　骨幹補填部
　Ｂ　骨幹
　Ｐ　凸部
　Ｑ　凹部
　Ｓ　止着部材
　Ｃ　骨幹補填片
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